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（家庭数配布） 

明後日から 42日間の長い夏休みが始まります。 
暑い夏を乗り切るための体調は万全でしょうか？本校では 6月の後半からアデノウィルス感染症（咽頭結

膜熱：プール熱）にかかる児童が多くみられています。今も流行は続いており 7 月は 15 名が出席停止扱い
となりました。溶連菌感染症も少ないですが出ています。 
感染症の他にも熱中症や虫さされ、光化学スモッグによる被害など、夏特有の心配な出来事も多くありま

す。できる予防を心がけ、健康で安全な夏休みを送って楽しい思い出をたくさん作ってください。笑顔の皆

さんと 2学期に会えることを楽しみにしています。 



 
毒を持つ虫への対処法 
蚊やブヨによる被害に合わないために虫よけスプレーを活用しましょう。 
かゆみが強いなど異常を感じたら医療機関へ 
 
 
 
 
 

 
 
 

アタマジラミにも注意が必要です！現在のアタマジラミの発生は、いわゆる『フケツ』が原因で生じるも

のではありません。どの家庭でも起こり得る事です。正しい知識を持って適切に対応しましょう。 
お子様の様子（特に頭をかいているようでしたら）を気にとめていただき、発見後は担任への連絡及び薬局ま

たは主治医の先生にご相談の上、駆除していただきますようお願いいたします。 
 

－発生原因－ 
＊頭や身の回りの物から、他の人の頭にアタマジ

ラミが移動することにより、寄生が起こります。 
・頭と頭が接触すること 
・寝具、帽子、タオル、ブラシなどを共有するこ

と 
・衣類を他の人の物と重ねておくこと  など 
－学校生活について－ 
＊登校、一緒に遊ぶこと、プール・運動会・遠足

などの参加については特に制限する必要はあ

りません。 
－予防に向けて－ 
＊いつ寄生するか分からないので、毎日洗髪し、

身の回りの共用を避けましょう。 


